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のとき用いられるルイス酸としてほエチルアル ミニウムセスキクロライ ドが最適で,- トキシアルミニウ








































化が著しく大きく, トルエンがアクリルモノマー･ルイス酸錯体と結合していることを示して い る｡ ま
た, トルエソを等モル加えた場合,1:1の錯体が形成している｡
3.ベンゾフランとアクリルモノマーの交互共重合を行い,エチルアルミニウムセスキクロライ ドのよ
うな中程度のルイス酸を等モル用い,アゾビスイソブチロニトリルを開始剤として用いて行うと交互共重
合体が得られる｡α-クpPアクリルニトリルの場合は弱いルイス酸を用いて交互共重合できる｡1H-NMR,
13C-NMR によるとペソゾフランのα位とアクリルモノマーのα位が結合した立体規則性のよい共重合体
である｡
4.ベンゾフラン以外のモノマーでも1,3-ペンタジエンや1,31シク′ロオクタジエソを用いるとクロトノ
ニトリルと交互共重合ができる｡ ジエソは1,4重合し,ペンタジエンは トランス,シクロオクタジエンは
シス構造となる｡
5.アミルアルコキシルやメントオキシル基をもつ有機アルミニウムクロライ ドを用いてベンゾフラン
又は1,3-シクロオクタジエンとアクリルニトリルより光学活性交互共重合体を得ることに成功した｡旋光
度は小さいが,この種の交互共重合で不斉誘導重合にはじめて成功したもので交互共重合における立体規
則性制御の可能性を示 した｡
このようにこの論文はルイス酸を用いるアクリルモノマーとオレフィンの交互共重合において両モノマ
ーの電荷移動錯体の構造に対してある程度の知見をLj.え,またα,β-置換のモノマーの交互共重合に成功,
その立体規則性の制御について進んだ研究を行ったもので,学術上並に工業上寄与するところが少なくな
い｡
よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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